























































































量の解析には real-timePCR法を用いた。その結果、一過性運動によって、 トレーニング前には 3時間後お
よび6時間後に、 トレーニング後には6時間後に MCTLMCT4mRNA量が有意に増加した。また、 トレー
ニングの有無に関わらず、運動から 6時間後には MCT1、MCT4タンパク質量が有意に増加したo mRNA量
およびタンパク質量は運動から 24時間後にはMCT1、MCT4ともに運動前のレベルまで減少した。したがっ
て、 MCTはターンオーバーが早く、運動刺激によってすばやく増加するタンパク質であると考えられる。
また、 トレーニングによる MCTの適応は、単回の運動による一過性のmRNAおよびタンパク質量の増加を
繰り返すことで起こることが示唆された。一過性運動による MCTタンパク質量の変化において、 トレーニ
ング状態の影響はみられなかったことは、一過性運動として疲労困懲に至る漸増負荷試験を採用したことに
よると考えられる。
研究課題5r代償性過負荷による筋肥大と MCTの変化j
筋量の変化しない走トレーニングだけではなく、筋肥大をもたらすトレーニング形態によってMCTの変
化が起こる可能性について検討を行うため、マウスを実験動物として用い、筋に大きな負荷をかけ筋肥大を
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もたらすモデル実験として知られる代償性過負荷実験を行った。その結果、足底筋重量は共働筋切除手術か
ら3日後以降に有意に増加した。 MCT1、MCT4タンパク質量は、手術から 12日自以後に有意に増加した。
したがって、スプリントトレーニングだけでなく、筋肥大をもたらすようなレジスタンストレーニングも
MCTタンパク質量を増やすのに十分な刺激となりうることが示唆された。また、足底筋における A孔1PKの
リン酸化レベルをウエスタンブロッティング法、血柴テストステロン濃度をエクルーシス試薬テストステロ
ンHキットによりそれぞれ用いて測定したところ、血紫テストステロン濃度および足底筋における AMPK
のリン酸化レベルがともに MCTタンパク質量の増加に先行して上昇することが確認された。したがって、
MCTの発現にこれらの因子が重要な役割を果たしていることが推測された。
審査の結果の要旨
本論文はサラブレッドという高強度の運動を持続できる動物を実験モデルとし、乳酸代謝に関わる乳酸輸
送担体 (MCT)のトレーニング・脱トレーニングによる変化等を解析したものである。ヒトを含めた他の
動物では実現が難しい高強度の運動を負荷できるサラブレッドを被険動物として扱うことを含め、大変オリ
ジナリティーが高い研究であると評価された。審査委員から、体育科学としてヒトに応用できる形で研究が
進むことを期待するという意見が寄せられたが、このことは本研究の独創性を少しも損なうものではなく、
今後の課題として筆者には取り組んで欲しい。
平成 23年 12月22日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定したD
よって、著者は博士(学術)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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